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伊豆の国市郷土資料館

伊豆の国市立中央図書館２階で開館しており、市内の遺
跡から出土した土器や石器、寄贈を受けた民具等の展示
など、市内の様々な文化財が紹介されています。

郷土資料館へ!!

中国産の天目茶碗

史跡北条氏邸跡（円成寺
跡）より出土した中国産
のお茶の器です。ほかに
も、館では中国から輸入
された陶磁器が大量に出
土しています。

宝珠型水晶製品

史跡北条氏邸跡（円成寺
跡）では宝珠形の水晶製
品など、寺院の儀式や生
活に関わりの深い遺物が
多く出土しています。

遺跡から出土した展示品
郷土資料館の位置情報➡

　

江
間
の
池
田（
現
在
の
伊
豆
中
央
道
江
間
料
金
所
周

辺
）に
は
、
か
つ
て
大
蛇
の
棲
む
池
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

北
条
義
時
の
長
男
安
千
代
は
千
葉
寺
へ
勉
学
の
た
め
通

っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
帰
り
道
に
池
の
堤
を
歩
い
て

い
る
と
、
突
然
大
蛇
が
現
れ
て
安
千
代
を
呑
み
こ
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
知
ら
せ
を
聞
い
た
義
時
が
弓
矢
で
戦

い
ま
し
た
が
、
大
蛇
の
目
を
射
た
だ
け
で
、
安
千
代
を

助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
匹
の
大
蛇
は
、

日
守
山
に
向
か
い
、
男
坂
・
女
坂
を
越
え
て
逃
げ
て
い

き
ま
し
た
。

　

北
條
寺
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
安
千
代
の
冥
福
を

祈
っ
て
義
時
が
造
立
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

は
、
安
千
代
の
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
若
宮
八

幡
と
し
て
祀
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
千
代
と
い
う
子
ど
も
は
一
般
の
歴
史
書
に
は
出
て

こ
な
い
た
め
、
実
在
し
た
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
江
間
の
各
地
に
共
通
し
て
伝
わ
る
義
時
と
大

蛇
の
話
は
、
こ
の
地
で
起
こ
っ
た
事
件
と
、
そ
れ
に
立

ち
向
か
う
義
時
の
姿
を
伝
説
の
形
で
語
り
伝
え
た
も
の

で
し
ょ
う
。

す

ひ　

も
り  

や
ま

お　

さ
か

す
け
ち
か

し
ず
か

め　

さ
か

池
田
の
大
蛇
伝
説

　

伊
東
祐
親
の
娘
八
重
姫
は
、
流
人
と
し
て
伊
豆

で
暮
ら
し
て
い
た
源
頼
朝
と
結
ば
れ
、
千
鶴
丸
と

い
う
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
祐
親
は
、

当
時
権
勢
を
誇
っ
て
い
た
平
氏
を
恐
れ
、
二
人
を

引
き
裂
き
、
千
鶴
丸
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

や
が
て
頼
朝
は
北
条
時
政
の
娘
政
子
と
結
ば
れ
、

北
条
の
地
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
知
っ
た
八
重
姫
は
、
悲
嘆
の
あ
ま
り
川
に
身
を

投
げ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
眞
珠
院
に
あ

る
八
重
姫
御
堂（
静
堂
）は
、
八
重
姫
を
供
養
す
る

た
め
に
建
て
ら
れ
た
お
堂
で
、
以
前
は
北
側
の
満

願
寺（
廃
寺
）に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
梯

子
が
あ
れ
ば
八
重
姫
を
助
け
ら
れ
た
」と
、
梯
子

を
奉
納
す
る
慣
習
が
現
在
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
重
姫
の
侍
女
た
ち
が
自
害
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
場
所
が
浮
橋
に
あ
り
、「
女
塚
」が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

八
重
姫
の
悲
話

珍
場
神
社

-北条家ゆかりの地を巡る- 政子コース

源頼朝の子、２代将軍頼家ゆかり
の「病相の面（びょうそうのめん）」がありま
す。修善寺に幽閉された頼家の様
子を、母政子に知らせるために製
作されたと言い伝えられています。

5

８代執権北条時宗の子、正
宗が再興したと伝えられて
います。境内に、正宗と父
時宗、母覚山尼（かくさんに）の供
養塔があります。

6

源頼朝の配流地と言われる蛭
ヶ島には、それを伝える碑が
あり、頼朝・政子が富士山を
みつめる「蛭ヶ島の夫婦（ふた
り）」の像が建っています。

7

山木兼隆が創建したと伝わ
るお寺です。この地で滅ぼ
された兼隆を偲び、供養塔
が建立されました。

8

「北条政子の産湯に使った」
という伝承のある井戸です。
史跡北条氏邸跡に近接する
この一帯も北条家の館であ
ったと思われます。

1

2

発掘調査によって北条家の
館跡が明らかになりました。
鎌倉時代の建物跡や井戸が
みつかり、中国陶磁器やか
わらけなどが多数出土しま
した。遺跡の年代から時政
の館と考えられます。北条
氏滅亡後は、ゆかりの尼僧
により一族を鎮魂する円成
寺が建てられました。

眞珠院には、頼朝の最初の
妻、八重姫を供養する御堂
があります。八重姫は「真珠
ヶ淵」（古川か狩野川）に身を投げた
と伝えられています。

3

4

北条家の氏寺として時政が
建立し、義時・泰時の３代
にわたり堂塔伽藍の造営が
なされ、大きな池を配した
壮大な浄土様式の寺院でし
た。地元で政子地蔵と慕わ
れている地蔵菩薩像、また
創建時の御尊像である国宝・
運慶作５体の仏像は拝観が
できます。境内には、時政
の墓があります。
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じ
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い
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ら

義
時
子
孫
の
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成
福
寺

じ
ょ
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ふ
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じ

蛭
ヶ
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政
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像

よ
り   

と
も  

ま
さ     

こ     

ぞ
う

源頼朝が三島神社に百日参
りをしていた時、餅を差し
上げたおばあさんの墓があ
ります。

9
餅
売
り
媼
の
墓 

成
願
寺

じ
ょ
う  

が
ん　

じ

お
う
な

山木兼隆の館跡は山木地区
にありました。正確な位置
はわかりませんが、「天満坂
の上」、「上ノ山」にあったと
伝えられています。

10
山
木
兼
隆
館
跡
推
定
地

や
ま　
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か
ね  

た
か  

や
か
た 

あ
と

-北条家ゆかりの地を巡る- 義時コース

1

『増訂豆州志稿』（ぞうていずしゅうし
こう）に、「南江間村町屋ニア
リ尋常小学校ノ敷地トナル」
と書いてあるので、この周
辺に義時の館があったと推
定されています。現在は江
間公園として整備され、そ
の一角に「北條義時屋敷跡」
の碑が建っています。

江間いちご狩りセンター周
辺にはかつて池があり、義
時の子安千代を襲った大蛇
の伝説があります。

4

大師窟とは7～ 8世紀につ
くられた横穴墓（北江間横穴
群大師山）のことです。後に
義時がお経を納めたという
伝説があります。

5

3
義
時
が
再
建 

豆
塚
神
社

ま
め   

づ
か  

じ
ん　

じ
ゃ

延喜式内社「石徳高（い
わとこたけ）神社」に該当
する古い神社です。
元文5年（1740）の梁
銘（りょうめい・はりめい：梁に付
けられた棟札）に、「義時が
小池堀丸山にあった
社殿を現在の場所に
移し再建した」と記
されています。

2

義時が建立し、時政・政子
も信仰したと言われる北条
家とゆかりの深い寺です。
阿弥陀如来坐像（県指定文化
財）は慶派の作で、義時が造
立したと伝えられています。
境内には、北条義時夫妻の
墓が建っています。夫人は、
「伊賀の方」のことです。
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由緒書によれば、元久元年
（1204）に義時が安千代の死
を嘆き、若宮八幡神として
祀った社がはじまりと伝え
られています。
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義
時
創
立
の
神
社 
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義
時
が
経
を
納
め
た 

大
師
窟

だ
い   

し     

く
つ

千代田団地公園の北側に、安千
代が学んだ千葉寺があったと言
われています。現在は住宅地と
なっていて、「寺洞（てらぼら）」とい
う古地名が残るのみです。

7
安
千
代
が
学
ん
だ
寺 

千
葉
寺

ち　
　

ば    

で
ら

男坂
⬇

女坂
⬇

日守山
⬇北条義時とは

北条義時は伊豆の国市に生まれ、源頼朝の挙兵、鎌倉幕府
創立に尽力した人物です。姉は鎌倉殿である頼朝の妻政子
です。頼朝亡き後は政子と協力して、2 代将軍頼家、3 代将
軍実朝を盛り立て、鎌倉幕府を盤石のものに仕上げていき
ました。

北条義時ゆかりの地を巡る

北条家
ゆかりの地マップ

伊豆の国市


